
2025.4.25担当社長/信田

● 第222回通常議員総会開催

● 令和７年度事業計画事業実施項目

● 市長・議長への要望活動

● 「健康経営優良法人2025」認定法人

● 第72回北見ぼんちまつり概要 

● 女性会新役員決まる

　北見地方でもサクラが開花し本格的な春が訪れました
（写真は北見ハッカ記念館・薄荷蒸溜館敷地）。こうし
た中、北見経済センタービルは５月下旬に完成予定。当
所は新ビルでの業務を６月９日から開始いたします。

　「リボーン自動車」を経営する㈱リボーン（平６
創業）。北見市出身の社長・草野渡さん（42）は、
18歳から自動車整備業界に入り、平成30年に同
社の２代目社長に就任。その後、５年に清掃業界
（ハウスクリーニングくさの）に参入し、６年に
は現在の社名に変更しました。同自動車では、車
検をメインに、整備、板金・塗装、自動車販売を
業務に、顧客のカーライフをサポートしています。
５月中には「北見やきにく渡海（とかい）」（美芳
町）を開店させ、同社の事業を多角化。車輌・清
掃・飲食の３部門の従業員は約20人。草野社長は

「知人の勧めや人材に恵まれ、新たな事業に取り
組むこととなりました。車輌部門を核に新しい事
業を軌道に乗せていきたい」と話しています。

　昨年４月に開店し
た「居酒屋ダイニン
グ　酒は咲く」。苫小
牧市出身の店主・清
水学さん（43）は調理
業界に入り約20年。
道央や北見地方のホ
テルやレストランな
どの勤務を経て同店で独立。専門分野は洋食。同
店で目指すは「大衆居酒屋」。100円台からのおで
ん、魚介・肉料理、定番の酒のつまみ、ラーメン
など多彩。酒の飲み放題は受賞歴のあるジンや果
実酒、ウィスキーなどを含め70種類から選べます。
サイコロのゾロ目でハイボール無料などの企画も。

「個性ある居酒屋を目標に、店づくりを進め、少
しずつ地域に根づいていきたい」と抱負。ラーメ
ン店出店の計画も練っているようです。絵を描く
ことが趣味という清水さん。メニューなど店内の
広告物は自作で、同業者などから依頼がくるほど
の腕前。
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◆19日　東北海道商工会議所会頭会議、第103回
東北海道商工会議所連絡協議会（帯広市）

◆23日　専門家個別相談会、監事会
◆26日　三役会、北見ビジネス総合サポートセン

ター運営委員会

◆２日　全道商工会議所専務理事会議（旭川市）
◆５日　事務所移転に伴う引越作業のため閉所

（～６日）
◆８日　第170回日商簿記検定試験
◆９日　新事務所開所、道商連正副会頭会議、
　　　　政策委員会・合同委員会、常議員会、
　　　　通常会員総会合同会議（札幌市）
◆10日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動

（札幌市）
◆12日　三役会、新経済センタービル内覧会、
　　　　竣工式、落成祝賀会
◆22日　珠算検定
◆23日　三役会、第337回常議員会・第223回通常

議員総会

◆19日　第103回東北海道商工会議所連絡協議会
◆21日　北見市中小企業振興審議会
◆22日　北見市企業立地促進協議会総会・進出企業との懇談会
◆23日　専門家個別相談会、監事会
◆26日　三役会、北見ビジネス総合サポートセンター北見運営

委員会
◆27日　中小企業オホーツク公和会役員会・定期総会・懇親会
◆28日　北見工業大学社会連携推進センター推進協議会総会、

北見間税会理事会・通常総会・懇親会
◆29日　北見市産学官連携推進協議会総会、（公社）北見地方法

人会北見支部会員会議・通常総会・懇親会

◆２日　全道商工会議所専務理事会議、第１回デザイン経営事
業委託事業者選定委員会

◆４日　北見労働基準協会理事会・総会・懇親会
◆５日　事務所移転に伴う引っ越し作業のため閉所（～６日）
◆８日　第170回日商簿記検定試験
◆９日　新事務所開所、道商連正副会頭会議・政策委員会・合

同委員会・常議員会・通常会員総会合同会議
◆10日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動、商工会議所

議員会釣り大会
◆12日　三役会、新経済センタービル内覧会、竣工式、落成祝

賀会
◆13日　第２回デザイン経営事業委託事業者選定委員会
◆16日　商工会議所議員会ゴルフ大会、北海道事業承継・引継

支援センターエリアコーディネーター会議
◆21日　北見中央ライオンズクラブ認証60周年記念大会・祝賀会
◆22日　珠算検定
◆23日　三役会、第337回常議員会・第223回通常議員総会・三

役懇親会
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　近年、世界情勢の不透明感や新型感
染症の影響が続く中、国内の雇用状況
は目まぐるしく変動しており、各企業
においても厳しい環境が続いておりま
す。
  当所では、地域経済の基盤を支える
中小・小規模事業者の発展並びに従業

員の多様な働き方の一助として、相談業務・研
修の充実や採用支援を通じ人材確保に取り組ん
でおります。     
  また、昨今の国際情勢の影響や人口減少等、
国内情勢が経済活動に及ぼす課題を鑑み、今後
とも関係機関との情報共有を進め、安定した経
済回復と持続成長の実現に寄与して参る所存で
ございますので、皆様のご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

編
集
後
記

編
集
後
記

当所の事業・運営にご理解・協力を
国内外の情勢が変動する中、

CONTENTS

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23‒4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見市東三輪１丁目93　TEL57－4556 北見市山下町１丁目１－21　TEL090－9520－9252

リボーン自動車を核に清掃・飲食業界に参入

㈱リボーン
地域に根ざす大衆居酒屋目指す

居酒屋ダイニング　酒は咲く

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№177

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人ブライト500」の認定を受け、
会員事業所の「健康経営」を推進し
ています
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議員総会で７年度の抱負を述べる舛川会頭

財政健全化計画を説明する辻市長

 

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
舛
川
誠
会

頭
は
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
、「
物
価

上
昇
、
人
手
不
足
、
賃
上
げ
対
応
な
ど
、

こ
う
い
っ
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
日
商
、
道

商
連
と
し
っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
、
要

望
・
実
情
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
。「
市
の
財
政
難
に
よ
る

健
全
化
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
会
員
事
業

所
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
会
議
所

と
し
て
慎
重
な
対
応
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
」
と
４
月
の
市
長
・
議
長
へ
の
要
望
活

動
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
つ
い

て
、「
初
め
て
５
・
６
階（
当
所
の
フ
ロ
ア
）

に
入
っ
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
広
い
。
建

設
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
ま
す
。
６
月
５
、

６
日
に
引
っ
越
し
、
９
日
に
開
所
予
定
」

な
ど
と
触
れ
ま
し
た
。
　

　
７
年
度
事
業
計
画
の
新
規
項
目
と
し
て
、

①
現
在
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
跡
に
整
備

さ
れ
る
「
交
流
広
場
」
の
利
活
用
に
向
け

た
支
援
・
協
力
、
②
需
要
情
報
交
換
会
議

に
よ
る
情
報
の
共
有
、
③
域
内
事
業
者
に

よ
る
展
示
会
・
即
売
会
の
開
催
、
④
輸
出

に
向
け
た
調
査
・
研
究
、
⑤
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
に
よ
る
Ｄ

Ｘ
化
支
援
の
実
施
、
⑥
出
張
型
企
業
説
明

会
の
検
討
、
⑦
新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
貸
室
利
用
促
進
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
に
は
、
10
月
末
の

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
・
議
員
選
挙
、
新

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
落
成
祝
賀
会

（
６
／
12
予
定
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
要
望
活
動
で
は
、
新
た
に
賃
上
げ
環
境

の
整
備
に
向
け
た
支
援
強
化
、
道
路
整
備

に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
北
見
を
ハ
ブ

（
核
）と
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
、
委
託
事
業
、
中
小
・
小
規
模
支

援
事
業
な
ど
主
要
７
会
計
の
予
算
総
額
は
、

前
年
度
を
約
２
１
９
７
万
円
上
回
る
約
３

億
９
６
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

   

報
告
事
項
と
し
て
、
北
海
道
商
工
会
議

所
連
合
会
の
第
１
９
２
回
常
議
員
会
・
第

２
０
２
回
通
常
会
員
総
会（
３
／
７
）、
部

会
・
委
員
会
の
開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
見
市
で
開
か
れ
る
第
73
回

全
道
商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会（
７
／

４
・
５
）
の
概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
総
会
終
了
後
の
市
政
報
告
会
で
、

辻
直
孝
市
長
は
、
市
の
財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
に
至
っ
た
経
過
、
令
和
７
年
度
一

般
会
計
予
算
案
の
概
要
を
説
明
し
、
「
財

政
健
全
化
に
向
け
不
退
転
の
覚
悟
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
政
の
推

進
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
３
３
６
回
常
議
員
会
で
は
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算（
案
）、
役

員
・
議
員
・
職
員
表
彰
、
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
貸
会
議
室
使
用
規
則
・
使
用
料

（
案
）、
７
年
度
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
、
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
融
資
制
度
審
査
会
審
査
委

員
の
選
任
、
第
１
０
３
回
東
北
海
道
商

工
会
議
所
連
絡
協
議
会（
５
／
19
、
帯
広
）

へ
の
提
出
議
案
、
新
会
員
加
入（
42
事
業

所
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
６
年
度

当
所
表
彰
、
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
伝
達

は
左
記
の
通
り（
敬
称
略
）。

（
担
当
　

総
務
部
）

　前 議 員
　　　　　故・斉藤由弘（退任）

　前 議 員
　　　　　故・斉藤由弘（退任）

　会　　頭
　　　　　　舛川　　誠（20年）

　常 議 員
　　　　　　海田　有一（20年）
　　　　　　坂口　政義（20年）
　　　　　　中村　寿志（20年）
　　　　　　前田　康仁（20年）
　　　　　　松原　英行（20年）
　北見ビジネス総合サポート
　センター長　竹中　秀之（30年）
　　　　　 　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
、予
算
案 

承
認

第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会

　
第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
17
日
、
47
人
の
出
席
に
よ
り
、

ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
、
第
３
３
６
回
常
議
員
会
（
３
／
10
）
で
の
議

決
を
経
て
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算
案

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令和７年度では、物価高騰や人材確保難により
影響を受けている地域企業に寄り添った経営支援
を一層強化し、事業者の経営基盤及び稼ぐ力の強
化を図るとともに、賃上げ原資の確保に向けた
パートナーシップ構築宣言による取引の適正化、
価格転嫁の円滑化を図り、持続的な賃上が可能と
なる環境の整備・推進に取り組んで参ります。
　人材確保では、学生の就職意識が変化している
ことから就職支援サイトの活用、インターンシッ
プの取り組み支援を強化するとともに、子供たち
に対する企業説明会の実施等、地元企業に対する
意識の醸成を図って参ります。
　併せて、近年増加している外国人材の雇用・定
着支援及び、ＵＩＪターン（移住・定住）希望者に
対する情報の提供を関係機関と連携し強化して参
ります。
　企業の存続・雇用環境の維持では、北見ビジネ
ス総合サポートセンター（ビズサポ北見）並びに教
育、金融機関と連携のもとビジネススクールを実
施し、若年者の起業意欲の掘り起こしを行うとと
もに、後継者に悩む事業者と創業希望者とのマッ
チング支援を進め、円滑な事業承継に繫げて参り
ます。また、今後地域内需要の減少が予想される
ことから、国内外に対する販路開拓にも注力し、
企業の稼ぐ力の強化に努めて参ります。

　生産性の向上に向けた取り組みでは、ＡＩやロ
ボット導入・体験会を開催し、経営の効率化に対
する支援を強化して参ります。
　北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事
業では、本年５月に北見経済センタービルが竣工、
分譲マンションは12月竣工予定となっております。
引き続き事業施行者と連携し円滑な事業推進に協
力して参ります。
　また、北見市では、市税収入の減少、物価高騰、
地方交付税の減少等により厳しい財政状況になる
ことから財政健全化計画を策定し、令和７年度か
ら令和９年度までを「集中健全化期間」と位置付
け、事務事業、公共施設、負担金・補助金の見直
し等、財政健全化に取り組むこととしております。
　しかしながら、市民生活や企業経営に多大な影
響を及ぼすことも懸念されることから、慎重な検
討を要請して参ります。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、
企業の成長・自己変革に対する挑戦を後押しすべ
く、行政・各関係機関との連携を強化すると共に、
日本商工会議所・北海道商工会議所連合会及び全
国各地の商工会議所のネットワークを活用し、

「未来を拓く商工会議所」として、地域経済の活
性化・明るい未来の創出に向け、諸事業を推進し
て参ります。

［日本商工会議所表彰（伝達）］

［令和6年度北見商工会議所表彰］

令和７年度事業計画　大　綱 稼ぐ力の強化による企業の維持・存続
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冒
頭
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
舛
川
誠
会

頭
は
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
、「
物
価

上
昇
、
人
手
不
足
、
賃
上
げ
対
応
な
ど
、

こ
う
い
っ
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
日
商
、
道

商
連
と
し
っ
か
り
連
携
し
な
が
ら
、
要

望
・
実
情
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
。「
市
の
財
政
難
に
よ
る

健
全
化
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
会
員
事
業

所
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
会
議
所

と
し
て
慎
重
な
対
応
を
要
望
し
て
い
き
ま

す
」
と
４
月
の
市
長
・
議
長
へ
の
要
望
活

動
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
つ
い

て
、「
初
め
て
５
・
６
階（
当
所
の
フ
ロ
ア
）

に
入
っ
た
が
、
思
っ
た
以
上
に
広
い
。
建

設
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
ま
す
。
６
月
５
、

６
日
に
引
っ
越
し
、
９
日
に
開
所
予
定
」

な
ど
と
触
れ
ま
し
た
。
　

　
７
年
度
事
業
計
画
の
新
規
項
目
と
し
て
、

①
現
在
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
跡
に
整
備

さ
れ
る
「
交
流
広
場
」
の
利
活
用
に
向
け

た
支
援
・
協
力
、
②
需
要
情
報
交
換
会
議

に
よ
る
情
報
の
共
有
、
③
域
内
事
業
者
に

よ
る
展
示
会
・
即
売
会
の
開
催
、
④
輸
出

に
向
け
た
調
査
・
研
究
、
⑤
小
規
模
事
業

者
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
に
よ
る
Ｄ

Ｘ
化
支
援
の
実
施
、
⑥
出
張
型
企
業
説
明

会
の
検
討
、
⑦
新
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
貸
室
利
用
促
進
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
に
は
、
10
月
末
の

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
・
議
員
選
挙
、
新

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
落
成
祝
賀
会

（
６
／
12
予
定
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
要
望
活
動
で
は
、
新
た
に
賃
上
げ
環
境

の
整
備
に
向
け
た
支
援
強
化
、
道
路
整
備

に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
北
見
を
ハ
ブ

（
核
）と
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・

推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
、
委
託
事
業
、
中
小
・
小
規
模
支

援
事
業
な
ど
主
要
７
会
計
の
予
算
総
額
は
、

前
年
度
を
約
２
１
９
７
万
円
上
回
る
約
３

億
９
６
１
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

   

報
告
事
項
と
し
て
、
北
海
道
商
工
会
議

所
連
合
会
の
第
１
９
２
回
常
議
員
会
・
第

２
０
２
回
通
常
会
員
総
会（
３
／
７
）、
部

会
・
委
員
会
の
開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
北
見
市
で
開
か
れ
る
第
73
回

全
道
商
工
会
議
所
大
会
北
見
大
会（
７
／

４
・
５
）
の
概
要
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
総
会
終
了
後
の
市
政
報
告
会
で
、

辻
直
孝
市
長
は
、
市
の
財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
に
至
っ
た
経
過
、
令
和
７
年
度
一

般
会
計
予
算
案
の
概
要
を
説
明
し
、
「
財

政
健
全
化
に
向
け
不
退
転
の
覚
悟
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
政
の
推

進
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
第
３
３
６
回
常
議
員
会
で
は
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算（
案
）、
役

員
・
議
員
・
職
員
表
彰
、
北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
貸
会
議
室
使
用
規
則
・
使
用
料

（
案
）、
７
年
度
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業

「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
、
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
融
資
制
度
審
査
会
審
査
委

員
の
選
任
、
第
１
０
３
回
東
北
海
道
商

工
会
議
所
連
絡
協
議
会（
５
／
19
、
帯
広
）

へ
の
提
出
議
案
、
新
会
員
加
入（
42
事
業

所
）が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
６
年
度

当
所
表
彰
、
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
伝
達

は
左
記
の
通
り（
敬
称
略
）。

（
担
当
　

総
務
部
）

　前 議 員
　　　　　故・斉藤由弘（退任）

　前 議 員
　　　　　故・斉藤由弘（退任）

　会　　頭
　　　　　　舛川　　誠（20年）

　常 議 員
　　　　　　海田　有一（20年）
　　　　　　坂口　政義（20年）
　　　　　　中村　寿志（20年）
　　　　　　前田　康仁（20年）
　　　　　　松原　英行（20年）
　北見ビジネス総合サポート
　センター長　竹中　秀之（30年）
　　　　　 　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
、予
算
案 

承
認

第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会

　
第
２
２
２
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
17
日
、
47
人
の
出
席
に
よ
り
、

ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
、
第
３
３
６
回
常
議
員
会
（
３
／
10
）
で
の
議

決
を
経
て
提
出
さ
れ
た
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算
案

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令和７年度では、物価高騰や人材確保難により
影響を受けている地域企業に寄り添った経営支援
を一層強化し、事業者の経営基盤及び稼ぐ力の強
化を図るとともに、賃上げ原資の確保に向けた
パートナーシップ構築宣言による取引の適正化、
価格転嫁の円滑化を図り、持続的な賃上が可能と
なる環境の整備・推進に取り組んで参ります。
　人材確保では、学生の就職意識が変化している
ことから就職支援サイトの活用、インターンシッ
プの取り組み支援を強化するとともに、子供たち
に対する企業説明会の実施等、地元企業に対する
意識の醸成を図って参ります。
　併せて、近年増加している外国人材の雇用・定
着支援及び、ＵＩＪターン（移住・定住）希望者に
対する情報の提供を関係機関と連携し強化して参
ります。
　企業の存続・雇用環境の維持では、北見ビジネ
ス総合サポートセンター（ビズサポ北見）並びに教
育、金融機関と連携のもとビジネススクールを実
施し、若年者の起業意欲の掘り起こしを行うとと
もに、後継者に悩む事業者と創業希望者とのマッ
チング支援を進め、円滑な事業承継に繫げて参り
ます。また、今後地域内需要の減少が予想される
ことから、国内外に対する販路開拓にも注力し、
企業の稼ぐ力の強化に努めて参ります。

　生産性の向上に向けた取り組みでは、ＡＩやロ
ボット導入・体験会を開催し、経営の効率化に対
する支援を強化して参ります。
　北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事
業では、本年５月に北見経済センタービルが竣工、
分譲マンションは12月竣工予定となっております。
引き続き事業施行者と連携し円滑な事業推進に協
力して参ります。
　また、北見市では、市税収入の減少、物価高騰、
地方交付税の減少等により厳しい財政状況になる
ことから財政健全化計画を策定し、令和７年度か
ら令和９年度までを「集中健全化期間」と位置付
け、事務事業、公共施設、負担金・補助金の見直
し等、財政健全化に取り組むこととしております。
　しかしながら、市民生活や企業経営に多大な影
響を及ぼすことも懸念されることから、慎重な検
討を要請して参ります。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、
企業の成長・自己変革に対する挑戦を後押しすべ
く、行政・各関係機関との連携を強化すると共に、
日本商工会議所・北海道商工会議所連合会及び全
国各地の商工会議所のネットワークを活用し、

「未来を拓く商工会議所」として、地域経済の活
性化・明るい未来の創出に向け、諸事業を推進し
て参ります。

［日本商工会議所表彰（伝達）］

［令和6年度北見商工会議所表彰］

令和７年度事業計画　大　綱 稼ぐ力の強化による企業の維持・存続
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令和7年度事業計画 事業実施項目　　　※新規項目
１．政策提言、要望活動の積極的な展開
（1）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動
　１）経済活性化対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
　　①物価高騰対策の拡充と経営支援の実施
　　②中小・小規模事業者の資金繰り支援のための金融対策の充

実
　　③第３期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事業の実

施
　　・人口減少対策の促進
　　・産業、雇用の創出と担い手の確保、人材育成
　　・創業促進、事業承継の推進

　　④公共工事の地元企業優先発注の確保
　　⑤地域経済活性化に向けた取り組みの推進
　　　・次世代半導体関連産業の集積に伴う地域経済の活性化
　　⑥賃上げ環境の整備に向けた支援の強化　※
　２）都市整備に関わる要望
　　①北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への協力

と支援
　　②北見市立地適正化計画における施策の推進
　３）地域医療の充実・強化に関わる要望
　　①地域医療及び救急医療体制の充実確保
　４）道路整備に関わる要望
　　①道路整備に必要な予算の確保　※
　　②北海道横断自動車道の整備促進

　　・「端野高野道路」の整備促進
　　・「足寄－陸別小利別」間の整備促進

　　③高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備
　　・「生田原道路」の整備促進
　　・「北陽－端野」間の計画段階評価の早期着手
　　・「豊里－水穂」間及び「大成－栃木」間の調査促進

　　④市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
　　⑤冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
　５）防災対策の強化に関わる要望
　　①災害に強い道路等基盤整備及び治水事業の推進
　６）空港・鉄道及び地元公共交通機関と物流体制の維持・確保

に関わる要望
　　①女満別空港の就航体制の充実及び利便性向上

　　・運航、就航体制の充実及び機材の大型化
　　・道内空港間との新規路線開設及び現行運航便の拡充
　　・女満別空港と各観光地を結ぶ二次交通のインフラ整備
　　・季節運航路線の通年運航化
　　・LCCの誘致拡充
　　・国際チャーター便の誘致並びにCIQ施設の整備と職員の

常駐配置
　　②JR石北本線の維持・存続
　　　・維持及び存続に向けた利用促進の啓蒙・啓発
　　　・運行体制の強化及び安全の確保
　　③北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新たなる

技術開発の推進
　　④安定かつ効率的な道内物流体制の維持・確保
　　⑤地元公共交通機関の維持・存続
　７）観光振興に関わる要望
　　①道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設「街の

駅」の早期設置
　　②スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進
　　③カーリング・アニメコンテンツ等を活用した観光振興の推進
　　④北見をハブ（核）とした新たな観光振興の検討・推進　※
（2）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（3）部会、委員会による意見活動の推進

２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進
（1）中心市街地活性化の推進
　１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継続的推

進　
　　①北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への協力
　　　・交流広場の利活用に向けた支援・協力　※
　　②空き店舗対策事業の実施
　　　・まちんなかSHOW10の運営
　２）北見市中心市街地活性化協議会及び同運営委員会の運営
　３）中心市街地の魅力向上と賑わい創出支援
　　①中心商店街・コミュニティプラザ「パラボ」並びにパラき

たKidsとの連携事業の実施
　　　・街あるき事業の実施
　　②「きたみde街コン」、「きたみde婚カツ」事業等の実施
　　③ホワイトイルミネーション2025と連動したイルミネーショ

ン事業の実施
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力
　
３．中小・小規模企業の経営基盤及び環境整備の推進
　
（1）物価高騰等に関わる経営支援の実施
　１）各種支援施策の活用と事業強化支援
　２）「パートナーシップ構築宣言」の登録・取り組み促進
（2）中小・小規模事業者に対する伴走支援の実施
　１）窓口・巡回相談の強化
　２）地域の需要動向調査
　　①景気動向等各種調査の実施
　　②中小企業振興委員連絡会議による情報収集
　　③需要情報交換会議による情報の共有　※
　３）経営計画に基づく経営改善支援
　　①多様なニーズに対応した各種セミナーの開催
　　②専門家による個別相談の実施
　　③事業継続力強化計画及びＢＣＰの策定支援
　　④デジタル技術を活用した生産性向上支援
　　⑤経営分析、事業計画の作成支援

　　・経営基盤システム（Bizミル）、商業分析システムMienaを
活用した経営支援の実施

　　・小規模事業者持続化補助金等を活用する事業者に対する
事業計画作成支援

　　⑥働き方改革関連法の適切な運用支援
　　⑦健康経営の推進

　　・健康経営セミナーの開催及び啓発普及
　４）金融支援
　　①小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度の利用

促進
　　②政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円滑

な斡旋
　５）税務支援
　　①記帳指導及び会計業務の改善・導入支援
　６）創業・起業支援
　　①創業・起業入門編及び実務編セミナーの開催とフォローア

ップ強化
　　・巡回による開業後の経営継続支援の実施

　　　②創業者・創業希望者情報交換会の開催
　　　③教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施
　７）事業承継相談体制の強化
　　①後継者に悩む事業者と創業希望者とのマッチング支援の実施
　　②事業承継セミナー・個別相談会の開催
　　③北海道事業承継・引継ぎ支援センターとの連携による支援

の推進
　　④事業承継相談室の設置（月２回）
　８）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
　９）販路拡大支援
　　①地域内外における展示会・商談会への出店支援

　　・株式会社まちづくり北見「コミュニティプラザパラボ」
との連携による地域内販路拡大の実施

　　・域内事業者による展示会・即売会の開催　※
　　・地産地消フェスタ、インフォメーションバザール、スー

パーマーケットトレードショー等への出展支援
　　・輸出に向けた調査・研究　※
　　・小規模事業者に対するＩＴツール活用によるＤＸ化支援

の実施　※
　　②農林水産商工等連携及び地域資源の活用による事業展開支

援
　　③ＩＣＴ（情報通信技術）・メディア等の活用による情報発信

支援
（3）人材確保・人材育成の支援
　１）大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に対

する地元企業への就職支援及び就業意識の醸成
　　①北見市内で開催される企業説明会等への協力
　　②就職支援サイト（マイナビ、リクナビ等）を活用した採用

支援の実施
　　③企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携強化
　　④地元企業就業体験・見学ツアー実施
　　⑤「スキャナビ北海道（全道商工会議所就職支援サイト）」と

の連携、事業強化
　　⑥インターンシップを実践する企業の取り組み支援
　　⑦出張型企業説明会の検討　※
　　⑧北見工業大学地元就職奨学金制度に対する賛助企業登録拡

大への協力
　２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業への協力
　　①ＵＩＪターン希望者に対する相談、情報の提供
　　②移住希望者と地元企業とのマッチング支援
　３）外部（各分野で専門性を有する）人材の活用支援
　　① 地元企業と人材のマッチング支援の実施
　４）北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関との連携
　　①人材確保に取り組む企業情報の発信
　５）外国人労働者の雇用に関する研修会の開催および定着支援

の検討
　６）各種検定及び国家試験の活用による技術・技能の向上
（４）北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活用した

経営支援
　１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進
（1）北見ビジネス総合サポートセンター（ビズサポ北見）事業及び

産学官連携の推進
　１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サポ

ート事業の実施
　２）地域中小企業のＤＸ導入に向けた支援の実施と事業化を目

指すプロジェクトの発掘と支援
　３）北見工業大学学術推進機構との連携による共同研究、事業

化等への支援
　４）北海道知的財産情報センター事業への協力
　５）北海道事業承継・引き継ぎ支援センター事業への協力
　６）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携強化
　７）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術セ

ンターなど支援機関との連携
　８）教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施（再掲）
（2）ＤＸによる生産性向上支援
　１）ＡＩ・ロボット導入支援の実施
（3）域外からの進出企業との連携
　１）進出企業視察と懇談会等の開催
　２）サテライトオフィス利用企業・人材との連携推進
（４）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み
　１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力
　２）北見ぼんちまつり・ホワイトイルミネーション2025等の実

施及び各種イベントへの協力
（5）環境経営等の推進
　１）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の周知・ＰＲ活動の推進
　２）カーボンニュートラル社会に対応した環境経営（脱炭素経

営）の推進（省エネ促進支援）
　　①事業所における二酸化炭素排出量の見える化の推進（日商

ＣＯ２チェックシートの活用促進）
　　②環境経営（脱炭素経営）に対する取り組み強化と情報の提供
　３）ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）投資に関する

情報提供及び環境整備の推進
　　①ＧＸに関するセミナー・説明会の開催及び事例紹介
　４）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知

５．商工会議所の円滑な運営及び基盤強化
　
（1）役員・議員改選の実施　※
（2）新北見経済センタービル竣工・落成祝賀会の開催　※
（3）事務所移転に伴う財政基盤強化及び業務改善の推進
　１）会員増強の促進
　２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
　　①Ｗｅｂ（ネット）・ペーパーレス会議の実施
　３）自主財源の確保
　　①ミント共済、特定退職金共済制度等の加入促進
　４）ＤＸ化による業務改善の推進
（４）会員交流事業の実施
　１）部会内会員交流会
　２）会員親睦交流事業
（5）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
　１）商工会議所所報の充実（デジタル版の推進）、ホームペー

ジ・Ｅメール通信による組織・活動の情報発信
　２）商工会議所事業を「見える化」するＳＮＳ及び動画の活用
（6）会員サービス事業の充実・強化
　１）貸室利用の促進※
　２）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
　３）福利厚生制度の推進
　　①経営者、従業員等の定期健康診断及びガン・生活習慣病検

診の実施
　　②各種共済制度・個人保険の加入促進
　　③がんリスク検査の実施
　４）労働保険事務組合の運営
　５）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の実施
（7）第73回全道商工会議所北見大会の主管・開催（７月４、５日）
（8）関係商工会議所等との連携
　１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海道商工

会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議会との連携
　２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（9）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支援
（10）外郭団体等の運営に対する支援

一般会計

委託事業特別会計

中小・小規模企業支援事業特別会計

経済センター管理特別会計

特定退職金共済事業特別会計

まちなか賑わい創出事業特別会計

北見ビジネス総合サポートセンター特別会計

84,209

37,217

51,761

18,772

193,073

4,622

6,540

68,873

34,005

48,909

14,901

196,560

4,470

6,510

15,336

3,212

2,852

3,871

△3,487
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会計区分 本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
（△）
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令和7年度事業計画 事業実施項目　　　※新規項目
１．政策提言、要望活動の積極的な展開
（1）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動
　１）経済活性化対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
　　①物価高騰対策の拡充と経営支援の実施
　　②中小・小規模事業者の資金繰り支援のための金融対策の充

実
　　③第３期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事業の実

施
　　・人口減少対策の促進
　　・産業、雇用の創出と担い手の確保、人材育成
　　・創業促進、事業承継の推進

　　④公共工事の地元企業優先発注の確保
　　⑤地域経済活性化に向けた取り組みの推進
　　　・次世代半導体関連産業の集積に伴う地域経済の活性化
　　⑥賃上げ環境の整備に向けた支援の強化　※
　２）都市整備に関わる要望
　　①北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への協力

と支援
　　②北見市立地適正化計画における施策の推進
　３）地域医療の充実・強化に関わる要望
　　①地域医療及び救急医療体制の充実確保
　４）道路整備に関わる要望
　　①道路整備に必要な予算の確保　※
　　②北海道横断自動車道の整備促進

　　・「端野高野道路」の整備促進
　　・「足寄－陸別小利別」間の整備促進

　　③高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備
　　・「生田原道路」の整備促進
　　・「北陽－端野」間の計画段階評価の早期着手
　　・「豊里－水穂」間及び「大成－栃木」間の調査促進

　　④市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
　　⑤冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
　５）防災対策の強化に関わる要望
　　①災害に強い道路等基盤整備及び治水事業の推進
　６）空港・鉄道及び地元公共交通機関と物流体制の維持・確保

に関わる要望
　　①女満別空港の就航体制の充実及び利便性向上

　　・運航、就航体制の充実及び機材の大型化
　　・道内空港間との新規路線開設及び現行運航便の拡充
　　・女満別空港と各観光地を結ぶ二次交通のインフラ整備
　　・季節運航路線の通年運航化
　　・LCCの誘致拡充
　　・国際チャーター便の誘致並びにCIQ施設の整備と職員の

常駐配置
　　②JR石北本線の維持・存続
　　　・維持及び存続に向けた利用促進の啓蒙・啓発
　　　・運行体制の強化及び安全の確保
　　③北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新たなる

技術開発の推進
　　④安定かつ効率的な道内物流体制の維持・確保
　　⑤地元公共交通機関の維持・存続
　７）観光振興に関わる要望
　　①道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設「街の

駅」の早期設置
　　②スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進
　　③カーリング・アニメコンテンツ等を活用した観光振興の推進
　　④北見をハブ（核）とした新たな観光振興の検討・推進　※
（2）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（3）部会、委員会による意見活動の推進

２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進
（1）中心市街地活性化の推進
　１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継続的推

進　
　　①北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への協力
　　　・交流広場の利活用に向けた支援・協力　※
　　②空き店舗対策事業の実施
　　　・まちんなかSHOW10の運営
　２）北見市中心市街地活性化協議会及び同運営委員会の運営
　３）中心市街地の魅力向上と賑わい創出支援
　　①中心商店街・コミュニティプラザ「パラボ」並びにパラき

たKidsとの連携事業の実施
　　　・街あるき事業の実施
　　②「きたみde街コン」、「きたみde婚カツ」事業等の実施
　　③ホワイトイルミネーション2025と連動したイルミネーショ

ン事業の実施
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力
　
３．中小・小規模企業の経営基盤及び環境整備の推進
　
（1）物価高騰等に関わる経営支援の実施
　１）各種支援施策の活用と事業強化支援
　２）「パートナーシップ構築宣言」の登録・取り組み促進
（2）中小・小規模事業者に対する伴走支援の実施
　１）窓口・巡回相談の強化
　２）地域の需要動向調査
　　①景気動向等各種調査の実施
　　②中小企業振興委員連絡会議による情報収集
　　③需要情報交換会議による情報の共有　※
　３）経営計画に基づく経営改善支援
　　①多様なニーズに対応した各種セミナーの開催
　　②専門家による個別相談の実施
　　③事業継続力強化計画及びＢＣＰの策定支援
　　④デジタル技術を活用した生産性向上支援
　　⑤経営分析、事業計画の作成支援

　　・経営基盤システム（Bizミル）、商業分析システムMienaを
活用した経営支援の実施

　　・小規模事業者持続化補助金等を活用する事業者に対する
事業計画作成支援

　　⑥働き方改革関連法の適切な運用支援
　　⑦健康経営の推進

　　・健康経営セミナーの開催及び啓発普及
　４）金融支援
　　①小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度の利用

促進
　　②政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円滑

な斡旋
　５）税務支援
　　①記帳指導及び会計業務の改善・導入支援
　６）創業・起業支援
　　①創業・起業入門編及び実務編セミナーの開催とフォローア

ップ強化
　　・巡回による開業後の経営継続支援の実施

　　　②創業者・創業希望者情報交換会の開催
　　　③教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施
　７）事業承継相談体制の強化
　　①後継者に悩む事業者と創業希望者とのマッチング支援の実施
　　②事業承継セミナー・個別相談会の開催
　　③北海道事業承継・引継ぎ支援センターとの連携による支援

の推進
　　④事業承継相談室の設置（月２回）
　８）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
　９）販路拡大支援
　　①地域内外における展示会・商談会への出店支援

　　・株式会社まちづくり北見「コミュニティプラザパラボ」
との連携による地域内販路拡大の実施

　　・域内事業者による展示会・即売会の開催　※
　　・地産地消フェスタ、インフォメーションバザール、スー

パーマーケットトレードショー等への出展支援
　　・輸出に向けた調査・研究　※
　　・小規模事業者に対するＩＴツール活用によるＤＸ化支援

の実施　※
　　②農林水産商工等連携及び地域資源の活用による事業展開支

援
　　③ＩＣＴ（情報通信技術）・メディア等の活用による情報発信

支援
（3）人材確保・人材育成の支援
　１）大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に対

する地元企業への就職支援及び就業意識の醸成
　　①北見市内で開催される企業説明会等への協力
　　②就職支援サイト（マイナビ、リクナビ等）を活用した採用

支援の実施
　　③企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携強化
　　④地元企業就業体験・見学ツアー実施
　　⑤「スキャナビ北海道（全道商工会議所就職支援サイト）」と

の連携、事業強化
　　⑥インターンシップを実践する企業の取り組み支援
　　⑦出張型企業説明会の検討　※
　　⑧北見工業大学地元就職奨学金制度に対する賛助企業登録拡

大への協力
　２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業への協力
　　①ＵＩＪターン希望者に対する相談、情報の提供
　　②移住希望者と地元企業とのマッチング支援
　３）外部（各分野で専門性を有する）人材の活用支援
　　① 地元企業と人材のマッチング支援の実施
　４）北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関との連携
　　①人材確保に取り組む企業情報の発信
　５）外国人労働者の雇用に関する研修会の開催および定着支援

の検討
　６）各種検定及び国家試験の活用による技術・技能の向上
（４）北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活用した

経営支援
　１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進
（1）北見ビジネス総合サポートセンター（ビズサポ北見）事業及び

産学官連携の推進
　１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サポ

ート事業の実施
　２）地域中小企業のＤＸ導入に向けた支援の実施と事業化を目

指すプロジェクトの発掘と支援
　３）北見工業大学学術推進機構との連携による共同研究、事業

化等への支援
　４）北海道知的財産情報センター事業への協力
　５）北海道事業承継・引き継ぎ支援センター事業への協力
　６）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携強化
　７）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術セ

ンターなど支援機関との連携
　８）教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施（再掲）
（2）ＤＸによる生産性向上支援
　１）ＡＩ・ロボット導入支援の実施
（3）域外からの進出企業との連携
　１）進出企業視察と懇談会等の開催
　２）サテライトオフィス利用企業・人材との連携推進
（４）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み
　１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力
　２）北見ぼんちまつり・ホワイトイルミネーション2025等の実

施及び各種イベントへの協力
（5）環境経営等の推進
　１）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の周知・ＰＲ活動の推進
　２）カーボンニュートラル社会に対応した環境経営（脱炭素経

営）の推進（省エネ促進支援）
　　①事業所における二酸化炭素排出量の見える化の推進（日商

ＣＯ２チェックシートの活用促進）
　　②環境経営（脱炭素経営）に対する取り組み強化と情報の提供
　３）ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）投資に関する

情報提供及び環境整備の推進
　　①ＧＸに関するセミナー・説明会の開催及び事例紹介
　４）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知

５．商工会議所の円滑な運営及び基盤強化
　
（1）役員・議員改選の実施　※
（2）新北見経済センタービル竣工・落成祝賀会の開催　※
（3）事務所移転に伴う財政基盤強化及び業務改善の推進
　１）会員増強の促進
　２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
　　①Ｗｅｂ（ネット）・ペーパーレス会議の実施
　３）自主財源の確保
　　①ミント共済、特定退職金共済制度等の加入促進
　４）ＤＸ化による業務改善の推進
（４）会員交流事業の実施
　１）部会内会員交流会
　２）会員親睦交流事業
（5）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
　１）商工会議所所報の充実（デジタル版の推進）、ホームペー

ジ・Ｅメール通信による組織・活動の情報発信
　２）商工会議所事業を「見える化」するＳＮＳ及び動画の活用
（6）会員サービス事業の充実・強化
　１）貸室利用の促進※
　２）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
　３）福利厚生制度の推進
　　①経営者、従業員等の定期健康診断及びガン・生活習慣病検

診の実施
　　②各種共済制度・個人保険の加入促進
　　③がんリスク検査の実施
　４）労働保険事務組合の運営
　５）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便）の実施
（7）第73回全道商工会議所北見大会の主管・開催（７月４、５日）
（8）関係商工会議所等との連携
　１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海道商工

会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議会との連携
　２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（9）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支援
（10）外郭団体等の運営に対する支援

一般会計

委託事業特別会計

中小・小規模企業支援事業特別会計

経済センター管理特別会計

特定退職金共済事業特別会計

まちなか賑わい創出事業特別会計

北見ビジネス総合サポートセンター特別会計

84,209

37,217

51,761

18,772

193,073

4,622

6,540

68,873

34,005

48,909

14,901

196,560

4,470

6,510

15,336

3,212

2,852

3,871

△3,487

152

30

84,209

37,217

51,761

18,772

193,073

4,622

6,540

68,873

34,005

48,909

14,901

196,560

4,470

6,510

15,336

3,212

2,852

3,871

△3,487

152

30

会計区分 本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

比較増減
（△）

収　　入 支　　出

（単位：千円　△印：減）

令和
７年度

主 要
収支予算
総 括 表
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新
規
事
業
盛
り
込
ん
だ

経
営
発
達
支
援
計
画

認
定
さ
れ
る

財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、経
済
活
性
化
に
関
わ
る
、

提
案
議
案
の
協
議
、情
報
交
換

春
季
管
内
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

６
分
野
30
項
目
　
市
長
と
議
長
に
要
望
活
動

　

舛
川
誠
会
頭
と
副
会
頭
ら
役
員
は
４
月

21
日
、
恒
例
の
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活

性
化
に
関
わ
る
要
望
を
辻
　

直
孝
市
長
と

飯
田
修
司
市
議
会
議
長
に
対
し
て
行
い
ま

し
た
。
今
年
は
市
内
の
企
業
経
営
に
も
大

き
な
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
「
北
見
市

財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
令
７
〜
９
年
度
）の
実
施
に
つ
い
て
」を

１
分
野
と
し
て
取
り
あ
げ
、
要
望
書
の
表

題
に
も
同
健
全
化
計
画
を
加
え
ま
し
た
。

　
要
望
は
、
当
所
の
相
談
・
支
援
業
務
、

各
種
会
議
を
通
じ
た
事
業
者
の
意
見
や
要

望
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
経
済
活
性
化
対

策
の
推
進
、
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
整

備
の
推
進
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
６
分
野
30
項
目
。

　
同
財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
①
同
プ
ラ
ン
実

施
に
お
け
る
丁
寧
な
説
明
及
び
対
応
、
②

同
プ
ラ
ン
の
事
業
年
度
ご
と
の
検
証
・
確

認
、
③
検
証
・
確
認
に
基
づ
く
次
年
度
同

プ
ラ
ン
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
辻
　

直
孝
市
長
は
、
同
プ
ラ
ン
の
推
進

に
あ
た
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
」
と
し
た
上
で
、
令

和
７
年
度
は
計
画
通
り
取
り
組
む
こ
と
、

８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
「
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
他
分
野
で
の
新
た
な
要
望
項
目
は
、
①

道
路
整
備
に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
②
北

見
常
呂
線
道
路
改
良
事
業
の
整
備
促
進
、

③
網
走
端
野
線（
緋
牛
内
イ
ン
タ
ー
線
）の

早
期
着
手
、
④
中
央
大
通
沿
道
地
区
第
１

種
市
街
地
再
開
発
で
整
備
予
定
の「
交
流

広
場
」の
利
活
用
に
向
け
た
運
営
体
制
の

構
築
支
援
・
協
力
、
⑤
大
型
店
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
商
品
販
売
促
進
、
⑥
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
Ｄ
Ｘ
化
支
援
の
実
施
、
⑦
輸
出
に
向
け

た
調
査
研
究
、
⑧
各
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
人
材
確
保
支
援
、
⑨
出
張

型
企
業
説
明
会
の
実
施
、
⑩
北
見
を
ハ
ブ

（
核
）と
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・

推
進
。

　
辻
市
長
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
経
営
基
盤
の
強
化
に
関
連
す
る
項
目
に

つ
い
て
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
舛
川
会
頭
は
、
市
内
企
業
の
厳
し
い
経

営
環
境
、
さ
ら
に
同
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ

る
大
き
な
影
響
を
危
惧
す
る
声
を
伝
え
、

配
慮
・
対
応
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
増
額
推
進
な
ど
に
「
一
枚
岩
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
協
力
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
　
　

　
同
日
、
飯
田
修
司
市
議
会
議
長
に
も
同

要
望
書
を
手
渡
し
、
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　

（
担
当
　
服
部
　

浩
司
）

　
当
所
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」（
第
３
期
、

令
７
〜
11
年
度
）
が
３
月
21
日
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
規
模
事
業
者
支
援
法
の
一
部
改
正
（
平

成
26
年
）
に
よ
り
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に

「
経
営
発
達
支
援
事
業
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

小
規
模
事
業
者
の
経
営
戦
略
に
踏
み
込
ん
だ

支
援
を
実
施
す
る
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

（
５
カ
年
）
を
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
す
る

も
の
で
、
３
期
目
と
な
る
当
所
計
画
の
経
営

発
達
支
援
事
業
の
目
標
は
、
①
小
規
模
事
業

者
の
「
自
己
変
革
力
」
を
引
き
出
す
た
め
の

経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
の
推
進
、
②
小
規

模
事
業
者
数
の
維
持
・
増
加
に
資
す
る
新
規

創
業
・
事
業
承
継
支
援
、
③
地
域
資
源
の
活

用
に
よ
る
販
路
拡
大
と
地
域
活
性
化
、
④
支

援
機
関
の
連
携
強
化
と
伴
走
型
支
援
体
制
の

強
化
。

　
事
業
内
容
の
詳
細
の
中
で
は
、
新
た
に
需

要
情
報
交
換
会
議
、
財
務
分
析
と
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
非
財
務
（
経
営
成
績
等

の
財
務
情
報
以
外
の
情
報
）
分
析
、
前
向
き

に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
に
も
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
令
和
７
年
度
春
季
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
商
工

会
議
所
会
頭
会
議
が
４
月
９
日
、
管
内
６
商

工
会
議
所
の
会
頭
ら
役
員
23
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
０
３
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡

協
議
会（
５
／
19
、
帯
広
）へ
の
同
管
内
と
し

て
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
協
議
・
確
認
し

ま
し
た
。

　
同
議
案
は
、
当
所
が
提
案
す
る
「
次
世
代

半
導
体
関
連
産
業
集
積
に
伴
う
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
」、新
規
の
共
同
提
案
「
女

満
別
空
港
網
走
道
路
『
網
走
呼
人
〜
網
走
』

間
の
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進

め
る
た
め
の
調
査
促
進
」
を
含
め
、
中
小
企

業
振
興
、
運
輸
観
光
な
ど
４
分
野
と
特
別
提

案
の
46
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
情
報
交
換
で
は
、
各
商
工
会
議
所
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
や
地
域
の
情
勢
を
紹
介
。

当
所
か
ら
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
、
新
北

見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
第
73
回
全
道
商
工

会
議
所
大
会
北
見
大
会
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
網
走
開
発
建
設
部
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
北

見
支
店
か
ら
の
令
和
７
年
度
事
業
の
概
要
な

ど
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

（
担
当
　
服
部
　

浩
司
）

　日本健康会議は、このほど、「健康経営優良法人2025」を認定しました。北見市内の認定事業所は25社、うち22
社は当所会員事業所。新規は７社で、初めて20社を超えました。当所は同法人ブライト500に認定されました。
　「健康経営」は、従業員の健康管理・増進を経営的な視点から戦略的に実行する新たな経営手法。健康経営優良
法人は、経済産業省が健康経営に係る顕彰制度として、平成28年度に創設された制度です。日本健康会議が同優
良法人（大規模法人・中小規模法人の２部門、前者上位法人「ホワイト500」、後者上位法人「ブライト500」の冠を
付加・令３～）を認定しています。
　認定された当所会員事業所は下記の通り。
　健康経営に関するお問い合わせは、当所総務部（担当　健康経営アドバイザー中島 沙織）へ。

㈱天内工務店（新規）・五十嵐建設㈱（新規）・エネルギーサービス北海道㈱・㈱カワムラ（新規）・㈱きたみ観光バス
北見信用金庫・北見通運㈱・㈱サン園芸・三和工業㈱・㈱システムサプライ・住工房ノースリフォーム㈱（新規）
㈱スリーエー（新規）・㈱セクト・中央防災㈱・㈱中神土木設計事務所・㈱日専連ニックコーポレーション　
㈱日本構造会・㈱熱学（新規）・ネッツトヨタ北見㈱・㈱PHYSIT・㈱ベストミント・㈲北栄商事（新規）

北見市から25社  会員事業所22社＋当所（ブライト500）健康経営優良法人2025

【認定事業所】

辻　市長に要望書を手渡す舛川会頭
（写真下）、要望活動を行う舛川会頭、
河合・片山・永田副会頭、服部専務
理事、因理事（写真右）



6 5北見商工会議所報　第177号 北見商工会議所報　第177号

新
規
事
業
盛
り
込
ん
だ

経
営
発
達
支
援
計
画

認
定
さ
れ
る

財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、経
済
活
性
化
に
関
わ
る
、

提
案
議
案
の
協
議
、情
報
交
換

春
季
管
内
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

６
分
野
30
項
目
　
市
長
と
議
長
に
要
望
活
動

　

舛
川
誠
会
頭
と
副
会
頭
ら
役
員
は
４
月

21
日
、
恒
例
の
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活

性
化
に
関
わ
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企
業
経
営
に
も
大

き
な
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
「
北
見
市

財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
令
７
〜
９
年
度
）の
実
施
に
つ
い
て
」を

１
分
野
と
し
て
取
り
あ
げ
、
要
望
書
の
表

題
に
も
同
健
全
化
計
画
を
加
え
ま
し
た
。

　
要
望
は
、
当
所
の
相
談
・
支
援
業
務
、

各
種
会
議
を
通
じ
た
事
業
者
の
意
見
や
要

望
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
経
済
活
性
化
対

策
の
推
進
、
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
整

備
の
推
進
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
６
分
野
30
項
目
。

　
同
財
政
健
全
化
計
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
①
同
プ
ラ
ン
実

施
に
お
け
る
丁
寧
な
説
明
及
び
対
応
、
②

同
プ
ラ
ン
の
事
業
年
度
ご
と
の
検
証
・
確

認
、
③
検
証
・
確
認
に
基
づ
く
次
年
度
同

プ
ラ
ン
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
辻
　

直
孝
市
長
は
、
同
プ
ラ
ン
の
推
進

に
あ
た
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
」
と
し
た
上
で
、
令

和
７
年
度
は
計
画
通
り
取
り
組
む
こ
と
、

８
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
「
総
合
的
に
勘

案
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
他
分
野
で
の
新
た
な
要
望
項
目
は
、
①

道
路
整
備
に
必
要
な
予
算
の
確
保
、
②
北

見
常
呂
線
道
路
改
良
事
業
の
整
備
促
進
、

③
網
走
端
野
線（
緋
牛
内
イ
ン
タ
ー
線
）の

早
期
着
手
、
④
中
央
大
通
沿
道
地
区
第
１

種
市
街
地
再
開
発
で
整
備
予
定
の「
交
流

広
場
」の
利
活
用
に
向
け
た
運
営
体
制
の

構
築
支
援
・
協
力
、
⑤
大
型
店
と
の
連
携

に
よ
る
地
域
商
品
販
売
促
進
、
⑥
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
Ｄ
Ｘ
化
支
援
の
実
施
、
⑦
輸
出
に
向
け

た
調
査
研
究
、
⑧
各
関
係
機
関
・
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
人
材
確
保
支
援
、
⑨
出
張

型
企
業
説
明
会
の
実
施
、
⑩
北
見
を
ハ
ブ

（
核
）と
し
た
新
た
な
観
光
振
興
の
検
討
・

推
進
。

　
辻
市
長
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
経
営
基
盤
の
強
化
に
関
連
す
る
項
目
に

つ
い
て
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

　
舛
川
会
頭
は
、
市
内
企
業
の
厳
し
い
経

営
環
境
、
さ
ら
に
同
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ

る
大
き
な
影
響
を
危
惧
す
る
声
を
伝
え
、

配
慮
・
対
応
を
求
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
増
額
推
進
な
ど
に
「
一
枚
岩
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
協
力
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。
　
　

　
同
日
、
飯
田
修
司
市
議
会
議
長
に
も
同

要
望
書
を
手
渡
し
、
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　

（
担
当
　
服
部
　

浩
司
）

　
当
所
の
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」（
第
３
期
、

令
７
〜
11
年
度
）
が
３
月
21
日
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
小
規
模
事
業
者
支
援
法
の
一
部
改
正
（
平

成
26
年
）
に
よ
り
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に

「
経
営
発
達
支
援
事
業
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、

小
規
模
事
業
者
の
経
営
戦
略
に
踏
み
込
ん
だ

支
援
を
実
施
す
る
「
経
営
発
達
支
援
計
画
」

（
５
カ
年
）
を
経
済
産
業
大
臣
が
認
定
す
る

も
の
で
、
３
期
目
と
な
る
当
所
計
画
の
経
営

発
達
支
援
事
業
の
目
標
は
、
①
小
規
模
事
業

者
の
「
自
己
変
革
力
」
を
引
き
出
す
た
め
の

経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
の
推
進
、
②
小
規

模
事
業
者
数
の
維
持
・
増
加
に
資
す
る
新
規

創
業
・
事
業
承
継
支
援
、
③
地
域
資
源
の
活

用
に
よ
る
販
路
拡
大
と
地
域
活
性
化
、
④
支

援
機
関
の
連
携
強
化
と
伴
走
型
支
援
体
制
の

強
化
。

　
事
業
内
容
の
詳
細
の
中
で
は
、
新
た
に
需

要
情
報
交
換
会
議
、
財
務
分
析
と
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
非
財
務
（
経
営
成
績
等

の
財
務
情
報
以
外
の
情
報
）
分
析
、
前
向
き

に
Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
む
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
に
も
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
担
当
　
後
藤
　

達
哉
）

　
令
和
７
年
度
春
季
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
商
工

会
議
所
会
頭
会
議
が
４
月
９
日
、
管
内
６
商

工
会
議
所
の
会
頭
ら
役
員
23
人
の
出
席
に
よ

り
ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
０
３
回
東
北
海
道
商
工
会
議
所
連
絡

協
議
会（
５
／
19
、
帯
広
）へ
の
同
管
内
と
し

て
の
提
出
議
案
に
つ
い
て
、
協
議
・
確
認
し

ま
し
た
。

　
同
議
案
は
、
当
所
が
提
案
す
る
「
次
世
代

半
導
体
関
連
産
業
集
積
に
伴
う
経
済
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
」、新
規
の
共
同
提
案
「
女

満
別
空
港
網
走
道
路
『
網
走
呼
人
〜
網
走
』

間
の
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進

め
る
た
め
の
調
査
促
進
」
を
含
め
、
中
小
企

業
振
興
、
運
輸
観
光
な
ど
４
分
野
と
特
別
提

案
の
46
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
情
報
交
換
で
は
、
各
商
工
会
議
所
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
や
地
域
の
情
勢
を
紹
介
。

当
所
か
ら
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
、
新
北

見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、
第
73
回
全
道
商
工

会
議
所
大
会
北
見
大
会
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
網
走
開
発
建
設
部
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
北

見
支
店
か
ら
の
令
和
７
年
度
事
業
の
概
要
な

ど
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

（
担
当
　
服
部
　

浩
司
）

　日本健康会議は、このほど、「健康経営優良法人2025」を認定しました。北見市内の認定事業所は25社、うち22
社は当所会員事業所。新規は７社で、初めて20社を超えました。当所は同法人ブライト500に認定されました。
　「健康経営」は、従業員の健康管理・増進を経営的な視点から戦略的に実行する新たな経営手法。健康経営優良
法人は、経済産業省が健康経営に係る顕彰制度として、平成28年度に創設された制度です。日本健康会議が同優
良法人（大規模法人・中小規模法人の２部門、前者上位法人「ホワイト500」、後者上位法人「ブライト500」の冠を
付加・令３～）を認定しています。
　認定された当所会員事業所は下記の通り。
　健康経営に関するお問い合わせは、当所総務部（担当　健康経営アドバイザー中島 沙織）へ。

㈱天内工務店（新規）・五十嵐建設㈱（新規）・エネルギーサービス北海道㈱・㈱カワムラ（新規）・㈱きたみ観光バス
北見信用金庫・北見通運㈱・㈱サン園芸・三和工業㈱・㈱システムサプライ・住工房ノースリフォーム㈱（新規）
㈱スリーエー（新規）・㈱セクト・中央防災㈱・㈱中神土木設計事務所・㈱日専連ニックコーポレーション　
㈱日本構造会・㈱熱学（新規）・ネッツトヨタ北見㈱・㈱PHYSIT・㈱ベストミント・㈲北栄商事（新規）

北見市から25社  会員事業所22社＋当所（ブライト500）健康経営優良法人2025

【認定事業所】

辻　市長に要望書を手渡す舛川会頭
（写真下）、要望活動を行う舛川会頭、
河合・片山・永田副会頭、服部専務
理事、因理事（写真右）
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中心商店街で行われた昨年の屯田大綱引

１級染色技能士0009号
不入流師範代190号

　当所が運営する「北見ビジネス
総合サポートセンター」（北見経
済センター２階、通称・ビズサポ
北見）では、専門コーディネー
ターが経営課題を抱える中小企業
経営者をワンストップサービスで
サポートしています。
  同サポートセンターには、事業
提携先の中小企業基盤整備機構北
海道本部北見オフィスと北海道知

的財産情報センター北見サテライ
トが同居しています。同北見オ
フィスをはじめ、北見工大、金融
機関、税務・法務機関と連携して
相談案件に応じた専門家の紹介も
行っています。   
　創業・開業から事業の経営に係
るさまざまな課題対応など、ご相
談ください（無料、℡57－5688、
担当　竹中　秀之）

■令和６年度第Ⅳ四半期の景気動向調査結果
　［令和７年４月、市内５業種150社、調査方法：インターネット（Google 
forms）・ＦＡＸ、回答率73.3％］
　業況（１～３月）は、前年と比べて「好転企業」24.8％、「悪化企業」
41.3％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）は
△16.5。このＤ・Ⅰ値は、前年同期と比べ1.1ポイント改善、前期と比
べ7.8ポイント悪化傾向となっています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は小売業△4.2、サービス業△6.2、建設業△
20.8、卸売業△21.8、製造業△27.3と、全業種がマイナス。前年同期と
比べ、小売業が18.0、製造業が14.4ポイント改善する一方、サービス業
が27.2、卸売業が5.8、建設業が0.8ポイント悪化。サービス業はプラス
からマイナスに転じました。
　小売業、製造業ともに売上（生産）高・採算Ｄ・Ⅰ値が好転・改善し
ていますが、サービス業では売上高Ｄ・Ⅰ値が好転するも採算は悪化
しています。サービス業の価格転嫁率の低さなどが関連していること
が伺えます。
　全業種の来期（４～６月）の見通しは、「好転企業」19.3％、「悪化企
業」35.8％でＤ・Ｉ値は△16.5。前年同期と比べ6.1ポイント悪化となっ
ています。
　経営上の問題点は、全業種では①「諸経費増」②「人件費増」③「人
材不足」④「得意先減少」⑤「同業者間の競合」の順。前回調査の②③
が入れ替わりました。業種別で一番の問題点は、製造・卸売・小売・
サービス業が「諸経費増」、建設業が「人材不足」であることは変わら
ず、慢性的な課題となっているようです。　
　具体的な業界の問題点について、「北見市の財政難による公共工事
等の減少」（製造業）、「北見市の公共工事減少」（建設業）、「北見市財
政健全化計画による景気低迷を懸念している」（卸売業）、「北見市の財
政悪化」（小売業）、「北見市の公共施設閉鎖などの対策がもたらす業
者への影響は少なくない」（サービス業）など、全業種から北見市の財
政難に伴う市政運営の影響を危惧する記述がありました。

価格転嫁率は横ばい53.9％　小売業65％　サービス業32.5％
　昨年10月に続き、付帯して実施した「価格転嫁に関する実態調査」

（回答109社）では、価格転嫁が多少なりともできている事業所は81社
（74. 3%）、「価格転嫁率」（販売価格への転嫁割合）は53.9％。価格転嫁率
は横ばい（前年調査　53.8％）。業種別の価格転嫁率は、小売業65.0％

（前年調査　55.0％）、卸売業58.5％（同54.5％）、建設業57.6％（同52.0％）
と上昇、製造業48.8％（同57.1％）、サービス業32.5％（同45.5％）と下降
しました。特に価格転嫁率が低いサービス業は相次ぐ値上げに対応し
きれていない状況が伺えます。
　価格転嫁できない理由は、「受注・客足減など取り引きへの影響が懸
念されるため」が最も多く（36社）、次いで「受注契約時点で当面の販
売単価が定められているため」（９社）、「主要取引先の理解が得られて
いないため」（７社）などとなっています。   　
　詳しくは当所ホームページをご覧ください。　　（担当　古川　佳佑）

　北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委
員

長
　
河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
が
こ
の
ほ
ど

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
第
72
回
ぼ

ん
ち
ま
つ
り
の
開
催
日
や
会
場
、
事
業
概
要

を
固
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
メ
イ
ン
会
場
を
昨
年
同
様
の
中
心

商
店
街
と
し
、
期
間
は
７
月
18
日（
金
）、
19

日（
土
）の
２
日
間
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
18
日
は
舞
踊
パ
レ
ー
ド
、
屯
田
大
綱
引
、

19
日
は
サ
ン
バ
北
見
ば
や
し
こ
ど
も
カ
ー
ニ

バ
ル
、
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
、
こ
ど
も

広
場
、
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
、
納
涼
花
火
大
会

（
小
泉
河
川
敷
）
を
計
画
。

　
両
日
、
ぼ
ん
ち
村
と
素
人
縁
日
各
店
が
銀

座
通
り
に
軒
を
連
ね
ま
す
。

　
舞
踊
パ
レ
ー
ド
や
東
西
対
抗
の
屯
田
大
綱

引
、
４
，０
０
０
発
の
花
火
大
会
な
ど
、
名
物

行
事
は
昨
年
同
様
の
規
模
と
内
容
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
各
事
業
内
容
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
決
定
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
に
つ
い
て
も
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

業況の景気動向指数 前年比改善、前期比悪化
前年と比べ小売業と製造業が改善　

〈ビズサポ北見〉　創業・開業、経営課題に対応　

昨
年
同
様
、
中
心
商
店
街
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催 

今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
　
７
月
18
、19
日

　当所・中小企業相談所など主催の「新入社
員研修講座」（３/14）では、受講者29人（21社）
がCLDlabo（きゃりらぼ）の中里のぞみ代表か
ら社会人としての心構えからビジネスマナー

や接客・電話
応対の基本な
どについて学
びました。
　 参 加 者 は
チェックシー
トにより自己
分析し自身の

傾向などを知った上で、事例を交えた説明に
より、社会人としての心構えについての意識
を高めました。
　中里さんは「自分自身を知ることでストレ
ス耐性（適応能力）を高められる。自分なりの
ストレス発散を見つけること」「不向きと
思っていた仕事が合っていたということも」
などと助言。
　人間関係の土台となるコミュニケーション
についてもチェックシートによる自己分析で
自身の行動パターンを認識した上で、指示の
受け方や報告・質問、確認のポイントの説明
を経て、具体的事例により対応方法への理解
を深めていました。　　　（担当　武田　卓）

　北海道新聞北見支社主催、当所などが共催
する初の「道新就職･転職フェアinオホーツク」

（３/14）には、オホーツク管内の建設、自動車、
飲食など23社・団体が参加しました。会場の
オホーツクJAビル１階会議室の各社・団体の
ブースでは、課題の人材不足に対応しようと、
担当者が高校・
大学生・転職希
望者ら（247人）に
自社の特徴や福
利厚生などを熱
心にPRしていま
した。

（担当　武田　卓）

研修等 抄 録
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中心商店街で行われた昨年の屯田大綱引

１級染色技能士0009号
不入流師範代190号

　当所が運営する「北見ビジネス
総合サポートセンター」（北見経
済センター２階、通称・ビズサポ
北見）では、専門コーディネー
ターが経営課題を抱える中小企業
経営者をワンストップサービスで
サポートしています。
  同サポートセンターには、事業
提携先の中小企業基盤整備機構北
海道本部北見オフィスと北海道知

的財産情報センター北見サテライ
トが同居しています。同北見オ
フィスをはじめ、北見工大、金融
機関、税務・法務機関と連携して
相談案件に応じた専門家の紹介も
行っています。   
　創業・開業から事業の経営に係
るさまざまな課題対応など、ご相
談ください（無料、℡57－5688、
担当　竹中　秀之）

■令和６年度第Ⅳ四半期の景気動向調査結果
　［令和７年４月、市内５業種150社、調査方法：インターネット（Google 
forms）・ＦＡＸ、回答率73.3％］
　業況（１～３月）は、前年と比べて「好転企業」24.8％、「悪化企業」
41.3％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）は
△16.5。このＤ・Ⅰ値は、前年同期と比べ1.1ポイント改善、前期と比
べ7.8ポイント悪化傾向となっています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は小売業△4.2、サービス業△6.2、建設業△
20.8、卸売業△21.8、製造業△27.3と、全業種がマイナス。前年同期と
比べ、小売業が18.0、製造業が14.4ポイント改善する一方、サービス業
が27.2、卸売業が5.8、建設業が0.8ポイント悪化。サービス業はプラス
からマイナスに転じました。
　小売業、製造業ともに売上（生産）高・採算Ｄ・Ⅰ値が好転・改善し
ていますが、サービス業では売上高Ｄ・Ⅰ値が好転するも採算は悪化
しています。サービス業の価格転嫁率の低さなどが関連していること
が伺えます。
　全業種の来期（４～６月）の見通しは、「好転企業」19.3％、「悪化企
業」35.8％でＤ・Ｉ値は△16.5。前年同期と比べ6.1ポイント悪化となっ
ています。
　経営上の問題点は、全業種では①「諸経費増」②「人件費増」③「人
材不足」④「得意先減少」⑤「同業者間の競合」の順。前回調査の②③
が入れ替わりました。業種別で一番の問題点は、製造・卸売・小売・
サービス業が「諸経費増」、建設業が「人材不足」であることは変わら
ず、慢性的な課題となっているようです。　
　具体的な業界の問題点について、「北見市の財政難による公共工事
等の減少」（製造業）、「北見市の公共工事減少」（建設業）、「北見市財
政健全化計画による景気低迷を懸念している」（卸売業）、「北見市の財
政悪化」（小売業）、「北見市の公共施設閉鎖などの対策がもたらす業
者への影響は少なくない」（サービス業）など、全業種から北見市の財
政難に伴う市政運営の影響を危惧する記述がありました。

価格転嫁率は横ばい53.9％　小売業65％　サービス業32.5％
　昨年10月に続き、付帯して実施した「価格転嫁に関する実態調査」

（回答109社）では、価格転嫁が多少なりともできている事業所は81社
（74. 3%）、「価格転嫁率」（販売価格への転嫁割合）は53.9％。価格転嫁率
は横ばい（前年調査　53.8％）。業種別の価格転嫁率は、小売業65.0％

（前年調査　55.0％）、卸売業58.5％（同54.5％）、建設業57.6％（同52.0％）
と上昇、製造業48.8％（同57.1％）、サービス業32.5％（同45.5％）と下降
しました。特に価格転嫁率が低いサービス業は相次ぐ値上げに対応し
きれていない状況が伺えます。
　価格転嫁できない理由は、「受注・客足減など取り引きへの影響が懸
念されるため」が最も多く（36社）、次いで「受注契約時点で当面の販
売単価が定められているため」（９社）、「主要取引先の理解が得られて
いないため」（７社）などとなっています。   　
　詳しくは当所ホームページをご覧ください。　　（担当　古川　佳佑）

　北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委
員

長
　
河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
が
こ
の
ほ
ど

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
第
72
回
ぼ

ん
ち
ま
つ
り
の
開
催
日
や
会
場
、
事
業
概
要

を
固
め
ま
し
た
。

　
今
年
も
メ
イ
ン
会
場
を
昨
年
同
様
の
中
心

商
店
街
と
し
、
期
間
は
７
月
18
日（
金
）、
19

日（
土
）の
２
日
間
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
18
日
は
舞
踊
パ
レ
ー
ド
、
屯
田
大
綱
引
、

19
日
は
サ
ン
バ
北
見
ば
や
し
こ
ど
も
カ
ー
ニ

バ
ル
、
正
調
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
、
こ
ど
も

広
場
、
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
、
納
涼
花
火
大
会

（
小
泉
河
川
敷
）
を
計
画
。

　
両
日
、
ぼ
ん
ち
村
と
素
人
縁
日
各
店
が
銀

座
通
り
に
軒
を
連
ね
ま
す
。

　
舞
踊
パ
レ
ー
ド
や
東
西
対
抗
の
屯
田
大
綱

引
、
４
，０
０
０
発
の
花
火
大
会
な
ど
、
名
物

行
事
は
昨
年
同
様
の
規
模
と
内
容
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
各
事
業
内
容
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
決
定
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
に
つ
い
て
も
会
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
担
当
　
武
田
　

卓
）

業況の景気動向指数 前年比改善、前期比悪化
前年と比べ小売業と製造業が改善　

〈ビズサポ北見〉　創業・開業、経営課題に対応　

昨
年
同
様
、
中
心
商
店
街
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催 

今
年
の
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
　
７
月
18
、19
日

　当所・中小企業相談所など主催の「新入社
員研修講座」（３/14）では、受講者29人（21社）
がCLDlabo（きゃりらぼ）の中里のぞみ代表か
ら社会人としての心構えからビジネスマナー

や接客・電話
応対の基本な
どについて学
びました。
　 参 加 者 は
チェックシー
トにより自己
分析し自身の

傾向などを知った上で、事例を交えた説明に
より、社会人としての心構えについての意識
を高めました。
　中里さんは「自分自身を知ることでストレ
ス耐性（適応能力）を高められる。自分なりの
ストレス発散を見つけること」「不向きと
思っていた仕事が合っていたということも」
などと助言。
　人間関係の土台となるコミュニケーション
についてもチェックシートによる自己分析で
自身の行動パターンを認識した上で、指示の
受け方や報告・質問、確認のポイントの説明
を経て、具体的事例により対応方法への理解
を深めていました。　　　（担当　武田　卓）

　北海道新聞北見支社主催、当所などが共催
する初の「道新就職･転職フェアinオホーツク」

（３/14）には、オホーツク管内の建設、自動車、
飲食など23社・団体が参加しました。会場の
オホーツクJAビル１階会議室の各社・団体の
ブースでは、課題の人材不足に対応しようと、
担当者が高校・
大学生・転職希
望者ら（247人）に
自社の特徴や福
利厚生などを熱
心にPRしていま
した。

（担当　武田　卓）

研修等 抄 録
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いい部屋ネット北見店

女性会の定時会員総会

青年部の４月例会

■北見不動産流通㈱（赤沼貴弘さ
ん、高栄西町１丁目６－22、不
動産売買仲介・買取）

■㈱司（田中恵次さん、北２条西２
丁目８ＫＩＴＡＭＩ ＢＡＳＥ、Web集客
代行サービス「キタマル」の運
営・焼き鳥居酒屋やまねこにゃ
お・北見経済新聞）

■北海道電力㈱北見支社（木村友
美さん、北８条東１丁目２－１、
電力小売販売活動・契約コンサル
ティング営業）

■㈱リボーン（草野渡さん、東三
輪１丁目93、自動車整備・不動
産・ハウスクリーニング・焼肉屋）

■山中工務店（山中浩二さん、と
ん田西町239－15、新築・リ
フォーム施工）

■㈱ネスト（西村貴子さん、北２
条西２丁目８、経理支援〈会計業
務支援、経営相談他〉）

■ライフケアタクシー　ロコ（松
山隼也さん、高栄西町５丁目６－
12、介護タクシー・介護保険外
サービス〈自費サービス〉・ヘル
パー事業・家族サポート）

■本間知的財産事務所オホーツク
ブランチ（本間政憲さん、公園
町165北見工業大学オプティマス
リソース共同研究講座内、知的財
産・デザイン・著作権・ブラン
ド・特許）

■㈱宏新工業（松浦宏治さん、北
進町６丁目11－３、解体業）

北見商工会議所事務局人事

（4/1、カッコ内前職）
・事務局次長、地域振興部長兼務　
　後藤　達哉（地域振興部長）
・総務部次長
　酒井　正則（総務部総務課長）
・総務部総務課長
　中島　沙織（総務部総務課会計係長）
　〈新規採用〉　　
・地域振興部企画振興課企画振興係

山中みなみ＝写真＝
　北見情報ビジネス
専門学校総合事務科
経理事務コース卒。
同校、高校で簿記部
に所属。取得資格は

日商簿記２級、珠算５段とあって「数
字や計算が好き」。仕事は「思って
いた以上に楽しい面もありました」
が、電話応対では失敗も。「早く社
会人としての常識やマナーを身につ
け、会員の皆様のお役に立ちたい。
簿記１級への挑戦も」と抱負。

第75回永年勤続従業員表彰式
　7/10　新北見経済センタービル

　当所は第75回会員事業所永年勤続
従業員表彰式を７月10日午後６時か
ら北見経済センタービル５階で行い
ます。
　表彰は、勤続40年、30年、20年、
10年。市外の支店、営業所などに勤
務している従業員も対象になります。

（担当　総務部）

会員事業所限定
各種情報 メール配信

　当所は、会員事業所限定サービス
として、会員事業所のＨＰ紹介（当
所ＨＰにリンク）と、企業経営の関
連制度や補助金・セミナー情報など、
各種情報のメール配信を無料で行っ
ています。
　会社のＰＲや情報収集にお役立て
ください。　　

　（担当　古川 佳佑） 

新入会員紹介

ご入会ありがとうございます

（入会日 令和7.２/20～４/18）

　
女
性
会
の
令
和
７
年
度

定
時
会
員
総
会
が
４
月
14

日
、
29
人
の
出
席
に
よ
り

ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
、

７
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
、
創
立
40
周
年
記
念
事

業
案
な
ど
を
承
認
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
近
藤
千
鶴
さ
ん（
㈱
ベ
ス

ト
ミ
ン
ト
）
が
会
長
に
就

き
ま
し
た
。
　

　
事
業
計
画
に
は
、
例
年

同
様
に
例
会（
年
６
回
）・

部
会
（
研
修
、
親
睦
、
総

務
広
報
）、
な
ど
の
ほ
か
、

小
学
生（
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
）絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
・

懇
親
会
は
９
月
12
日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
会
長
ほ
か
、
役
員
は
以
下
の
通
り
。
任
期

は
２
年
間
。

　
▼
副
会
長
　
服
部
牧
子
、
田
村
と
し
え
、

服
部
真
理（
新
）

　
▼
理
事
　
飯
田
初
江
、
神
田
京
子（
新
）、

近
田
露
子
、
齋
籐
一
枝（
新
）、
宍
戸
典
絵
、

下
元
小
夜
子
、
田
川
明
美（
新
）、
田
丸
月
香
、

中
野
章
子
、
原
祐
子

　
▼
監
事
　
近
江
敦
子
、
佐
々
木
敦
子

（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　
青
年
部
の
４
月
例
会
が
８
日
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
の
魅
力
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
会
員
71
人
は
、
第
１
部
の
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
し
た
「
現
状
意

識
の
共
有
」、
第
２
部
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
と

参
加
意
識
」
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
北
見
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
事
業
へ
の
参
加
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
４
月
例
会
は
、
会
員
数
は
増
え
て
い
る
も

の
の
、
例
会
や
委
員
会
の
参
加
率
が
低
迷
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
の
一
環
。

会
員
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
担
当
　
武
田
　

卓
）

魅
力
再
発
見
し
参
加
率
向
上
へ

〈
青
年
部
４
月
例
会
〉

９月に創立40周年記念式典

〈北海道中小企業総合支援センター〉

佐薙オホーツク
支部長着任

〈女性会 定時会員総会〉新会長に近藤さん

　当所に入居している
（公財）北海道中小企業総

合支援センターオホーツク支部の新し
い支部長として、佐薙孝弘さん（38）＝
写真＝が４月１日に着任しました。
　前職の本部経営支援部係長からの昇
進。大学（経営学専攻）卒業後、農協勤
務を経て、「企業支援の仕事をしたい」
と同センターに就職し、主にマッチン
グ（支援）事業や経営指導などに従事。

「これまでの経験を活かしながら、地
域の企業等に幅広く対応し、公的支援
機関としての役割を果たしていきた
い」と抱負。札幌出身。趣味は健康の
ために始めた筋トレ。北海道フードマ
イスターの資格を持っています。
　オホーツク支部では中小企業・小規
模事業者のさまざまな経営課題に係る
相談に応じています（無料）。お問い合
わせは、同オホーツク支部（TEL31－
1123）へ。
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いい部屋ネット北見店

女性会の定時会員総会

青年部の４月例会

■北見不動産流通㈱（赤沼貴弘さ
ん、高栄西町１丁目６－22、不
動産売買仲介・買取）

■㈱司（田中恵次さん、北２条西２
丁目８ＫＩＴＡＭＩ ＢＡＳＥ、Web集客
代行サービス「キタマル」の運
営・焼き鳥居酒屋やまねこにゃ
お・北見経済新聞）

■北海道電力㈱北見支社（木村友
美さん、北８条東１丁目２－１、
電力小売販売活動・契約コンサル
ティング営業）

■㈱リボーン（草野渡さん、東三
輪１丁目93、自動車整備・不動
産・ハウスクリーニング・焼肉屋）

■山中工務店（山中浩二さん、と
ん田西町239－15、新築・リ
フォーム施工）

■㈱ネスト（西村貴子さん、北２
条西２丁目８、経理支援〈会計業
務支援、経営相談他〉）

■ライフケアタクシー　ロコ（松
山隼也さん、高栄西町５丁目６－
12、介護タクシー・介護保険外
サービス〈自費サービス〉・ヘル
パー事業・家族サポート）

■本間知的財産事務所オホーツク
ブランチ（本間政憲さん、公園
町165北見工業大学オプティマス
リソース共同研究講座内、知的財
産・デザイン・著作権・ブラン
ド・特許）

■㈱宏新工業（松浦宏治さん、北
進町６丁目11－３、解体業）

北見商工会議所事務局人事

（4/1、カッコ内前職）
・事務局次長、地域振興部長兼務　
　後藤　達哉（地域振興部長）
・総務部次長
　酒井　正則（総務部総務課長）
・総務部総務課長
　中島　沙織（総務部総務課会計係長）
　〈新規採用〉　　
・地域振興部企画振興課企画振興係

山中みなみ＝写真＝
　北見情報ビジネス
専門学校総合事務科
経理事務コース卒。
同校、高校で簿記部
に所属。取得資格は

日商簿記２級、珠算５段とあって「数
字や計算が好き」。仕事は「思って
いた以上に楽しい面もありました」
が、電話応対では失敗も。「早く社
会人としての常識やマナーを身につ
け、会員の皆様のお役に立ちたい。
簿記１級への挑戦も」と抱負。

第75回永年勤続従業員表彰式
　7/10　新北見経済センタービル

　当所は第75回会員事業所永年勤続
従業員表彰式を７月10日午後６時か
ら北見経済センタービル５階で行い
ます。
　表彰は、勤続40年、30年、20年、
10年。市外の支店、営業所などに勤
務している従業員も対象になります。

（担当　総務部）

会員事業所限定
各種情報 メール配信

　当所は、会員事業所限定サービス
として、会員事業所のＨＰ紹介（当
所ＨＰにリンク）と、企業経営の関
連制度や補助金・セミナー情報など、
各種情報のメール配信を無料で行っ
ています。
　会社のＰＲや情報収集にお役立て
ください。　　

　（担当　古川 佳佑） 

新入会員紹介

ご入会ありがとうございます

（入会日 令和7.２/20～４/18）

　
女
性
会
の
令
和
７
年
度

定
時
会
員
総
会
が
４
月
14

日
、
29
人
の
出
席
に
よ
り

ホ
テ
ル
黒
部
で
開
か
れ
、

７
年
度
事
業
計
画
・
予
算

案
、
創
立
40
周
年
記
念
事

業
案
な
ど
を
承
認
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
近
藤
千
鶴
さ
ん（
㈱
ベ
ス

ト
ミ
ン
ト
）
が
会
長
に
就

き
ま
し
た
。
　

　
事
業
計
画
に
は
、
例
年

同
様
に
例
会（
年
６
回
）・

部
会
（
研
修
、
親
睦
、
総

務
広
報
）、
な
ど
の
ほ
か
、

小
学
生（
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
）絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
創
立
40
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
・

懇
親
会
は
９
月
12
日
、
ホ
テ
ル
黒
部
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
会
長
ほ
か
、
役
員
は
以
下
の
通
り
。
任
期

は
２
年
間
。

　
▼
副
会
長
　
服
部
牧
子
、
田
村
と
し
え
、

服
部
真
理（
新
）

　
▼
理
事
　
飯
田
初
江
、
神
田
京
子（
新
）、

近
田
露
子
、
齋
籐
一
枝（
新
）、
宍
戸
典
絵
、

下
元
小
夜
子
、
田
川
明
美（
新
）、
田
丸
月
香
、

中
野
章
子
、
原
祐
子

　
▼
監
事
　
近
江
敦
子
、
佐
々
木
敦
子

（
担
当
　
池
亀
　

由
基
）

　
青
年
部
の
４
月
例
会
が
８
日
、「
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
の
魅
力
再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
会
員
71
人
は
、
第
１
部
の
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
し
た
「
現
状
意

識
の
共
有
」、
第
２
部
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
と

参
加
意
識
」
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
北
見
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
と
と
も
に
、
事
業
へ
の
参
加
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
４
月
例
会
は
、
会
員
数
は
増
え
て
い
る
も

の
の
、
例
会
や
委
員
会
の
参
加
率
が
低
迷
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
の
一
環
。

会
員
の
意
識
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。（
担
当
　
武
田
　

卓
）

魅
力
再
発
見
し
参
加
率
向
上
へ

〈
青
年
部
４
月
例
会
〉

９月に創立40周年記念式典

〈北海道中小企業総合支援センター〉

佐薙オホーツク
支部長着任

〈女性会 定時会員総会〉新会長に近藤さん

　当所に入居している
（公財）北海道中小企業総

合支援センターオホーツク支部の新し
い支部長として、佐薙孝弘さん（38）＝
写真＝が４月１日に着任しました。
　前職の本部経営支援部係長からの昇
進。大学（経営学専攻）卒業後、農協勤
務を経て、「企業支援の仕事をしたい」
と同センターに就職し、主にマッチン
グ（支援）事業や経営指導などに従事。

「これまでの経験を活かしながら、地
域の企業等に幅広く対応し、公的支援
機関としての役割を果たしていきた
い」と抱負。札幌出身。趣味は健康の
ために始めた筋トレ。北海道フードマ
イスターの資格を持っています。
　オホーツク支部では中小企業・小規
模事業者のさまざまな経営課題に係る
相談に応じています（無料）。お問い合
わせは、同オホーツク支部（TEL31－
1123）へ。



2025.4.25担当社長/信田

● 第222回通常議員総会開催

● 令和７年度事業計画事業実施項目

● 市長・議長への要望活動

● 「健康経営優良法人2025」認定法人

● 第72回北見ぼんちまつり概要 

● 女性会新役員決まる

　北見地方でもサクラが開花し本格的な春が訪れました
（写真は北見ハッカ記念館・薄荷蒸溜館敷地）。こうし
た中、北見経済センタービルは５月下旬に完成予定。当
所は新ビルでの業務を６月９日から開始いたします。

　「リボーン自動車」を経営する㈱リボーン（平６
創業）。北見市出身の社長・草野渡さん（42）は、
18歳から自動車整備業界に入り、平成30年に同
社の２代目社長に就任。その後、５年に清掃業界
（ハウスクリーニングくさの）に参入し、６年に
は現在の社名に変更しました。同自動車では、車
検をメインに、整備、板金・塗装、自動車販売を
業務に、顧客のカーライフをサポートしています。
５月中には「北見やきにく渡海（とかい）」（美芳
町）を開店させ、同社の事業を多角化。車輌・清
掃・飲食の３部門の従業員は約20人。草野社長は

「知人の勧めや人材に恵まれ、新たな事業に取り
組むこととなりました。車輌部門を核に新しい事
業を軌道に乗せていきたい」と話しています。

　昨年４月に開店し
た「居酒屋ダイニン
グ　酒は咲く」。苫小
牧市出身の店主・清
水学さん（43）は調理
業界に入り約20年。
道央や北見地方のホ
テルやレストランな
どの勤務を経て同店で独立。専門分野は洋食。同
店で目指すは「大衆居酒屋」。100円台からのおで
ん、魚介・肉料理、定番の酒のつまみ、ラーメン
など多彩。酒の飲み放題は受賞歴のあるジンや果
実酒、ウィスキーなどを含め70種類から選べます。
サイコロのゾロ目でハイボール無料などの企画も。

「個性ある居酒屋を目標に、店づくりを進め、少
しずつ地域に根づいていきたい」と抱負。ラーメ
ン店出店の計画も練っているようです。絵を描く
ことが趣味という清水さん。メニューなど店内の
広告物は自作で、同業者などから依頼がくるほど
の腕前。

６
　

月

５
　

月

◆19日　東北海道商工会議所会頭会議、第103回
東北海道商工会議所連絡協議会（帯広市）

◆23日　専門家個別相談会、監事会
◆26日　三役会、北見ビジネス総合サポートセン

ター運営委員会

◆２日　全道商工会議所専務理事会議（旭川市）
◆５日　事務所移転に伴う引越作業のため閉所

（～６日）
◆８日　第170回日商簿記検定試験
◆９日　新事務所開所、道商連正副会頭会議、
　　　　政策委員会・合同委員会、常議員会、
　　　　通常会員総会合同会議（札幌市）
◆10日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動

（札幌市）
◆12日　三役会、新経済センタービル内覧会、
　　　　竣工式、落成祝賀会
◆22日　珠算検定
◆23日　三役会、第337回常議員会・第223回通常

議員総会

◆19日　第103回東北海道商工会議所連絡協議会
◆21日　北見市中小企業振興審議会
◆22日　北見市企業立地促進協議会総会・進出企業との懇談会
◆23日　専門家個別相談会、監事会
◆26日　三役会、北見ビジネス総合サポートセンター北見運営

委員会
◆27日　中小企業オホーツク公和会役員会・定期総会・懇親会
◆28日　北見工業大学社会連携推進センター推進協議会総会、

北見間税会理事会・通常総会・懇親会
◆29日　北見市産学官連携推進協議会総会、（公社）北見地方法

人会北見支部会員会議・通常総会・懇親会

◆２日　全道商工会議所専務理事会議、第１回デザイン経営事
業委託事業者選定委員会

◆４日　北見労働基準協会理事会・総会・懇親会
◆５日　事務所移転に伴う引っ越し作業のため閉所（～６日）
◆８日　第170回日商簿記検定試験
◆９日　新事務所開所、道商連正副会頭会議・政策委員会・合

同委員会・常議員会・通常会員総会合同会議
◆10日　東北海道商工会議所連絡協議会要望活動、商工会議所

議員会釣り大会
◆12日　三役会、新経済センタービル内覧会、竣工式、落成祝

賀会
◆13日　第２回デザイン経営事業委託事業者選定委員会
◆16日　商工会議所議員会ゴルフ大会、北海道事業承継・引継

支援センターエリアコーディネーター会議
◆21日　北見中央ライオンズクラブ認証60周年記念大会・祝賀会
◆22日　珠算検定
◆23日　三役会、第337回常議員会・第223回通常議員総会・三

役懇親会

発行日　2025年５月16日（隔月発行）　　　発行人　専務理事　服　部　浩　司
発行所　北見商工会議所　北見市北３条東１丁目２　TEL（0157）23-4111　FAX（0157）22-2282
ホームページ　https://kitamicci.or.jp
メ ー ル　info@kitamicci.or.jp

　近年、世界情勢の不透明感や新型感
染症の影響が続く中、国内の雇用状況
は目まぐるしく変動しており、各企業
においても厳しい環境が続いておりま
す。
  当所では、地域経済の基盤を支える
中小・小規模事業者の発展並びに従業

員の多様な働き方の一助として、相談業務・研
修の充実や採用支援を通じ人材確保に取り組ん
でおります。     
  また、昨今の国際情勢の影響や人口減少等、
国内情勢が経済活動に及ぼす課題を鑑み、今後
とも関係機関との情報共有を進め、安定した経
済回復と持続成長の実現に寄与して参る所存で
ございますので、皆様のご理解とご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

編
集
後
記

編
集
後
記

当所の事業・運営にご理解・協力を
国内外の情勢が変動する中、

CONTENTS

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23‒4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見市東三輪１丁目93　TEL57－4556 北見市山下町１丁目１－21　TEL090－9520－9252

リボーン自動車を核に清掃・飲食業界に参入

㈱リボーン
地域に根ざす大衆居酒屋目指す

居酒屋ダイニング　酒は咲く

今後の予定今後の予定

北見商工会議所報
き た み　№177

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

北見商工会議所は、「健康経営優良
法人ブライト500」の認定を受け、
会員事業所の「健康経営」を推進し
ています
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